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　真夏の暑さから一転，真冬の寒さへと，気候も落ち着きをなくしています。ところで，こ
ういった場合，「落ち着きをなくす」は「異常変動を示す（不安定である）」などの表現に置
き換えることもできます。前者の大和言葉だけによる表現は情緒的ですし，漢語を混じた後
者の表現のほうはより理屈っぽい印象があります。
　日本人は，心の奥底を表す内向的表現には大和言葉を用い，論理的・外向的表現には漢語
を使うということを長い時間をかけて身につけてきました。医学用語や法律用語には漢語が
多用される一方，和歌はもちろんのこと，しみじみとした心情を歌い上げる現代の歌詞でも
大和言葉が中心なのは，その表れです。ある病変を「境がぼんやりした赤っぽく平たいもの」
というより「境界不鮮明な紅斑」のほうが字数も少なくて頭のなかもすっきりと整理されま
す。また，病名は，一般用語は大和言葉（例：しろなまず），医学用語は漢語（例：尋常性
白斑）というのが一般的ですが，一般用語のほうにどきっとする言葉が多いのは偶然ではあ
りません。
　じっくりと培われてきた大和言葉と漢語による日本語の絶妙な組み立ては，日本人の考え
方の基盤にもなっています。戦後すぐに戦前教育否定の一環として漢字撤廃の動きがあり，
その流れのなかで，当用漢字設定等による漢字制限が行われたことはご存じの通りです。そ
れは良い面もあったかもしれませんが，こういった権力による人工的な言葉の改変は，言葉
と密接につながる「事象を正確に把握する力」に負の遺産を背負わせてしまうことになりま
す。
　現在，日本語で目立っているのは，カタカナ語の蔓延です。欧米語を導入する際，意味を
しっかりと理解したうえで適切な漢字で表して日本語のなかに取り入れてきた手間（固有名
詞や漢字表記が難しい言葉を除いて）は省かれ，欧米語の発音をカタカナで表記したものを
そのまま使うのがトレンド（といった使い方です）になっています。そういった外来語取り
入れに関する省力化が，物事の認識に影響しないか，若干の懸念はありますが，わかりづら
いカタカナ語ばかりの日本語になってしまうことは誰も望んでいませんので，おそらくはほ
どほどのところで自然に折り合いがつくのだと思います。大事なことは，行き過ぎのように
思えるカタカナ語であってさえ，その扱いについては自然の調和に任すことです（本誌の投
稿論文はビジネス用語に比べ遥かに自制が効いています）。過去にあった権力による漢字狩
りのような不自然な言葉の改変だけは，歴史の教訓として，行われないことを願っています。
 （土田哲也）
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